
美術情報・資料の活用
―展覧会カタログからWebまで

応募要項

セミナー受講者募集のご案内
［全国美術館会議 情報・資料研究部会 企画セミナー II ］

プログラム
第 1日　2010年 9月 9日（木）

12:30- 　   受　付
13:00-13:05（5分）  挨　拶　 牧野研一郎（愛知県美術館 館長）
13:05-13:10（5分）  開会の挨拶 山脇佐江子
      （姫路市立美術館 館長 / 情報・資料研究部会長）
13:10-13:25（15分） 総　論  「美術情報・資料の活用」
13:25-14:25（60分） 第 I講  「展覧会カタログ」
14:25-14:40（15分） 休　憩
14:40-15:40（60分） 第 II講  「美術館の逐次刊行物」
15:40-16:40（60分） 第 III講 「今日の図書館から俯瞰する美術館の資料活動」
16:40-17:30（50分） 施設見学 「文化情報センターアートライブラリー
      （愛知芸術文化センター内）」
17:30-18:00（30分） 質疑討論
18:30- 　   懇親会

第 2日　2010年 9月 10日（金）

09:15- 　   受　付
09:40-10:40（60分） 第 IV講 「電子的リソース（二次資料）」
10:40-11:40（60分） 第 V講  「電子的リソース（一次資料）」
11:40-13:00（80分） 昼休み
13:00-14:00（60分） 第 VI講 「作品情報のアクセスと発信」
14:00-15:00（60分） 招待講座 I 「木村定三コレクションの寄贈受け入れ」
      村田眞宏（愛知県美術館 副館長）
      古田浩俊（愛知県美術館 美術課長）
15:00-15:10（10分） 休　憩
15:10-16:10（60分） 招待講座 II 「愛知県美術館の作品目録の作成」
      鯨井秀伸（愛知県美術館 主任学芸員）
16:10-17:00（50分） 質疑討論
17:00-17:05（5分）  閉会挨拶

2009 年 11 月に開催した同テーマの企画セミナーが好評をいただき、このたびその第 2回として、
美術館における情報・資料の活用についてセミナーを開催いたします。変化のスピードが激しい
図書館の現況を踏まえた上で、展覧会カタログ、美術館の逐次刊行物から始めて、近年Web 上な
どで構築・活用が急速に進んでいる美術情報のデータベースなど電子的リソースについて、二次
資料からフルテキストの入手までを紹介し、その効果的な整理・利用法を検討いたします。当研
究部会が以前より取り組んでまいりましたテーマの一つである情報技術を活かした作品情報のア
クセスと発信の可能性についても、美術館の現場で広く関心を呼び起こしていきたいと考えてい
ます。第 2回となる今回のセミナーでは「あいちトリエンナーレ 2010」（2010.8.21-10.31）が
開催中の愛知芸術文化センターでの開催となり、本セミナーの６講座に加え、愛知県美術館の先
進事例を招待講座として 2講座にわたりご紹介いただくことになりました。

日程・会場： 2010 年 9月 9日 (木 )－10日 (金 )
  愛知芸術文化センター 12F アートスペース E F
主　催： 全国美術館会議 情報・資料研究部会 / 愛知県美術館

募集人数： 50名　※応募者多数の場合は抽選を実施させていただきます。
参加資格： 全国美術館会議会員館メンバーで、2日間のプログラムに通しで参加可能な方
応募方法： メール、FAX、郵送にて受付。下記項目をもれなく明記の上、ご応募下さい。
  ①所属館・機関名 ②所属部課・役職 ③氏　名 ④メールアドレス
  ⑤連絡先（電話番号） ⑥応募理由・セミナーへの要望など
募集締切： 2010 年 7月 31 日（土）　※郵送の場合は当日到着分まで有効といたします。
応 募 先：
  全国美術館会議　情報・資料研究部会
  幹事　鴨木 年泰　宛（かもぎ　としやす、東京富士美術館　学芸員）

  （メール） kamogi@fujibi.or.jp
  （FAX） 042-691-4623（東京富士美術館）
  （郵送）  〒192-0016　東京都八王子市谷野町 492-1

    東京富士美術館　学芸部　鴨木宛

受付結果： 応募受付結果（抽選実施の場合は参加可否）は 2010 年 8月 17 日（火）にメール
  で応募者に返信いたします。
（お問い合わせ）TEL：042-691-4826（東京富士美術館 学芸部）　メール：kamogi@fujibi.or.jp
  東京富士美術館　学芸部　鴨木 年泰まで ※講師・内容などは変更になる場合があります。


